
かんがい用水は､農作物の栽培を行うための農用地の利用・保全等に必要な用水である。
　なお、農業用水のうち、かんがい以外の用途に供される用水を地域用水といい、畜産に係る
飲雑用水等の営農用水のほか、防火用水・環境用水等が挙げられる。

平成２年

平成3年

平成6年

平成7年

平成8年

10％給水制限

10％給水制限

10～20％給水制限

10％給水制限

20％給水制限

配水圧調整

配水圧調整

10％給水制限

10％給水制限

10％給水制限

20％給水制限

10～20％給水制限

事業体 制限内容 制限期間

三芳水道企業団

三芳水道企業団

三芳水道企業団

鴨川市

三芳水道企業団

御宿町

富山町

朝夷水道企業団

館山市

朝夷水道企業団

鴨川市

館山市

９／12～９／30

８／ ３～８／20

８／10～９／28

８／ ８～９／27

８／22～９／27

９／12～９／19

８／ ４～９／20

９／ ５～９／18

２／22～３／26

２／ ７～３／18

２／20～４／ １

５／27～７／10

令和２年 市渇水対策本部を設置(節水協力依頼)南房総市 11／18～１／28

平成13年 10％給水制限君津広域水道企業団 ８／ ７～８／23

用途
生活用水
工業用水
農業用水
合　計

割　合

地下水
3.00
1.13
11.85
15.98

8 .1%

計
22.83
13.35
161.99
198.17

100%

県内河川
3.30
4.17
55.98
63.46

32.0%

利根川水系
16.53
8.04
94.16
118.73

59.9%
生活用水、工業用水は、令和５年度実績最大取水量。
農業用水は、既得水利権の期別最大水利権量の総和。

※１

※２

※２
※１
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　本県の水道は、令和７年３月現在で、総人口627万人に対して給水人口約601万人で、
水道普及率は95.9%に達している。
　しかし、全国平均の水道普及率（98 . 2% ※令和5年度）より低い状況である。

2.540

4.643
0.573
0.347
1.975
3.250
1.480
0.755
－

12,720

2,362

5,237

4,272

3,267

3,327

2,804

7,040

14.47

6.34

18.96

5.21

2.32

3.25

2.24

10.33

S18～S40

S21～S43

S21～S44

S45～S55

S60～Ｒ2

S46～S63

S52～S63

S45～H４

S 50
79.8
87.6
31

S 40
50.0
69.4
40

千葉県
全　国
全国順位

S 60
89.2
93.3
30

H 10
92.1
96.2
34

H 15
93.2
96.9
34

H 20
94.3
97.5
34

H 30
95.4
98.0.
334

R 5
95.8
98.2.
333

R 6
95.9
34

S 40
94,212
288
219

S 50
335,070
383
289

S 60
508,584
390
310

H 10
650,511
398
334

H 20
649,792
361
310

H 30
641,946
346
297

R 5
635,452
332
292

R 6
636,955
330
293

年間給水量（千㎥）
人・日最大（リットル）
人・日平均（リットル）

111,200

1,134,560
（1,245,560）

県営工業用水道事業の概要（令和７年４月１日現在）

S 43～S 49
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出典：国土交通省ホームページより
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事業工期　平成22年度～令和10年度（予定）

※令和８年４月１日現在

㎥/秒○印旛沼からの取水状況（令和７年度）

※国営流域水質保全機能増進事業「印旛沼二期地区」完了までの暫定措置

㎥/秒○ダムなど開発水源を沼で取水
1.33

0.54

1.51

印旛郡市広域市町村圏事務組合

県営水道

県営工業用水道

利用目的

かんがい面積　5,237ha 20.499※

1.8
5.0
6.8

オ）印旛沼開発

330㎥／秒

64.7㎥／秒

146㎥／秒
120㎥／秒

揚水機場3カ所
用排水機場3カ所
排水路1.1㎞
用水路52.6㎞
事業費550億円

　印旛沼の開発は、江戸時代に利根川が銚子方面へ流れるようになり、沼周辺の洪水被害が多発
したため、治水と船の運航を目指してたびたび計画されたが、なかなか成功しませんでした。

69

平成21年3月完了



右下の写真は、水資源開発公団による開発工事が完了した昭和44年ごろの印旛沼である。
（現在のすがたも同じ）
現在、上図の機場は、国営流域水質保全機能増進事業「印旛沼二期地区」により、効率化を図るため、
統廃合が進められているところです。
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71

　九十九里、夷隅、安房地域の水道用水並びに千葉臨海工業地帯へ工業用水を送る目的で、水資源
開発公団が昭和45年度から実施し、東金ダムを含め平成６年度に既成した。
　その後、平成３年度から水道専用施設（南房総導水路）を、平成６年度から両総用水北部幹線水
路の機能回復工事を実施した。平成26年度から老朽化した施設の機能回復と、大規模地震に対する
耐震性能を確保する工事が行なわれ、令和２年度に完成しました。

生活用水

工業用水

県営水道用水供給事業

県営水道事業
千葉市営水道事業
県営工業用水道事業

0.500
1.800
1.849
0.351
3.500

長柄・東金ダム
霞ヶ浦開発、奈良俣ダム、長柄・東金ダム
長柄・東金ダム、川治ダム
霞ヶ浦開発
川治ダム、霞ヶ浦開発

事　業　名 計画水量 水　　源　　内　　訳




